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同
窓
会
香
蘭
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま

す
御
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
か
ら
母
校
福
岡
中
央
高
校
の
教

育
活
動
に
御
支
援
御
協
力
を
賜
り
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
三
月
、
七
十
四
回
生
が
学
び
舎
を

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
令
和
四
年
度
入

試
で
は
京
都
大
学
、
九
州
大
学
、
熊
本
大

学
等
の
数
々
の
難
関
大
学
を
突
破
し
、
国

公
立
大
学
に
一
四
一
名
が
合
格
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
七
十
四
回
生
は
、
二
・
三
年

生
の
二
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け

た
高
校
時
代
を
送
り
ま
し
た
が
、
何
事
も

諦
め
る
こ
と
な
く
、
工
夫
を
重
ね
て
様
々

な
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
ま
し
た
。
二
学
期

制
の
も
と
で
の
秋
開
催
の
文
化
祭
、
和
真

恵
学
堂
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
の
予
餞

会
、
福
岡
市
総
合
体
育
館
を
会
場
と
し
た

六
月
開
催
の
体
育
大
会
と
、
新
た
な
行
事

を
成
功
さ
せ
、「
暢
達
の
気
象
」
の
中
央
の

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
活
躍
し
ま
し
た
。
先

輩
方
の
温
か
い
励
ま
し
の
賜
物
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
昨
年
度
は
、
同

窓
会
香
蘭
会
、
教
育
振
興
会
の
御
支
援
に

よ
り
、
動
画
配
信
シ
ス
テ
ム
や
書
画
カ
メ

ラ
を
全
教
室
に
配
備
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。密
を
避
け
て
の
行
事
開
催
や
リ
モ
ー

ト
学
習
に
大
い
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
、
本
校
は
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ボ
ス
ト
ン
に
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ａ
チ
ャ
ー

タ
ー
ス
ク
ー
ル
と
姉
妹
校
締
結
を
い
た
し

ま
し
た
。
本
年
度
以
降
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン

や
ペ
ン
パ
ル
交
流
は
じ
め
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
継
続
し
な
が
ら
、往
来
が
可
能
に
な
っ

た
ら
相
互
の
訪
問
交
流
な
ど
多
く
の
展
開

を
す
る
予
定
で
す
。
母
校
の
教
育
環
境
整

備
や
海
外
交
流
推
進
に
何
と
ぞ
御
理
解
御

協
力
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
御
支
援
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
香
蘭
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第37代校長
佐伯　裕子（高33）

　

同
窓
会
香
蘭
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
三
月
一
日
、
第
七
十
四
回
卒
業
証

書
授
与
式
が
行
わ
れ
、「
進
取
果
敢
」
の
学

年
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
三
年
間
の
高
校

生
活
を
頑
張
り
ぬ
い
た
三
四
七
名
の
卒
業

生
が
健
や
か
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
災
禍
に
も
屈
す

る
こ
と
な
く
、
制
約
の
多
い
中
に
も
思
い

出
を
築
き
、
厳
し
い
な
が
ら
も
喜
び
を
見

出
す
こ
と
の
で
き
た
貴
重
な
経
験
は
き
っ

と
大
き
な
財
産
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
信

じ
ま
す
。
一
方
、新
た
に
男
子
一
七
二
名
、

女
子
一
九
〇
名
、計
三
六
二
名
が
入
学
し
、

新
た
な
希
望
の
扉
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
福
岡
中
央
高
等
学
校
は
、
建
学

以
来
の
校
訓
「
誠
意
・
仁
愛
・
努
力
」
の

も
と
、
全
国
屈
指
の
名
門
校
と
し
て
歩
み

続
け
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
も
困
難
な
状

況
下
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
京
都
大
学
・

九
州
大
学
を
は
じ
め
、
九
州
工
業
大
学
、

熊
本
大
学
等
超
難
関
国
立
大
学
に
一
四
一

名
の
合
格
者
を
輩
出
し
、
現
役
占
有
率
九

三
・
六
％
の
驚
異
的
な
合
格
実
績
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
福
岡
大
学
に
は
四
二
八

名
合
格
と
全
国
一
の
合
格
者
を
輩
出
す
る

な
ど
、
上
智
大
学
、
明
治
大
学
等
難
関
私

立
大
学
に
も
多
く
の
合
格
者
を
送
り
出
し

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
社
会
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
各
界
の
第
一
線
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
会
香
蘭
会
の
皆
様
、

今
後
と
も
ま
す
ま
す
ご
発
展
、
ご
活
躍
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
私
た
ち
の
か
け
が
え

の
な
い
母
校
、
福
岡
県
立
福
岡
中
央
高
等

学
校
の
学
び
舎
で
青
春
の
日
々
を
刻
ん
だ

卒
業
生
と
し
て
、
新
た
に
同
窓
と
な
っ
た

後
輩
た
ち
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
と

と
も
に
ご
指
導
を
お
願
い
し
た
く
存
ず
る

次
第
で
す
。

　

私
も
ま
た
一
人
の
人
間
と
し
て
た
ゆ
ま

ず
精
進
し
続
け
る
と
と
も
に
、
同
窓
生
皆

様
を
お
支
え
す
る
一
人
と
し
て
、
在
校
生

は
も
と
よ
り
同
窓
会
香
蘭
会
皆
様
の
こ
れ

か
ら
の
大
い
な
る
可
能
性
へ
の
挑
戦
を
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

同窓会香蘭会会長
三木　和信（高10）

　令和４年度香蘭会総会・懇親会が７月２日（土）にホテルニューオータニ博多で３年ぶりに開催されました。
（３ページに掲載）
　総会開催時にコロナ感染症がどうなっているか分からない時期から幾度も協議を重ね、例年とは違う形で
の開催となりました。
　人数制限のため積極的な告知や動員ができず、香蘭会総会の開催自体をご存知なかった方や、参加できな
かった方もいらっしゃったかと思います。
　来年度こそは、コロナ感染症も収束して、もっとたくさんの方にご参加いただける状況になっていること
を心より願っております。
　また、諸事情により香蘭会会報の発行が遅れましたことも、重ねてお詫び申し上げます。
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校
歌
の
制
定

　

大
正
七
年
六
月
六
日
の
創
立
記

念
式
典
の
際
、
は
じ
め
て
本
校
校

歌
が
合
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　

校
歌
は
、
久
保
田
俊
夫
先
生
が

作
歌
し
た
も
の
を
当
時
文
部
省
督

学
館
を
し
て
い
た
八
波
則
吉
氏
が

修
正
、
中
野
喜
代
先
生
が
作
曲
。

さ
ら
に
医
学
博
士
で
西
洋
音
楽
に

精
通
さ
れ
て
い
た
榊
保
三
郎
氏
が

校
閲
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

　

以
来
、
約
三
十
年
間
、
本
校
生

徒
に
親
し
ま
れ
歌
い
続
け
ら
れ
ま

し
た
。新

校
歌
の
制
定

　

校
歌
は
、
そ
の
学
校
に
お
け
る

教
育
精
神
の
象
徴
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
従
来
の
校

歌
が
戦
前
の
し
か
も
高
等
女
学
校

時
代
の
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

男
女
共
学
の
現
状
に
即
し
た
、
新

し
い
校
歌
の
制
定
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

新
校
歌
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

男
女
共
学
実
施
以
来
、
職
員
生
徒

の
間
に
強
い
要
望
も
あ
り
ま
し
た

が
、
実
現
を
見
る
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
有
吉
校
長
は
着
任
早
々
、

新
校
歌
制
定
の
必
要
を
痛
感
し
て
、

校
歌
選
定
委
員
会
と
協
議
の
上
、

実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

作
詞
に
つ
い
て
は
、
当
時
大
分

大
学
長
で
あ
っ
た
花
田
大
五
郎
（
比

露
思
）
氏
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

同
氏
は
昭
和
三
十
一
年
八
月
歌

詞
に
着
手
し
、
四
ヶ
月
を
費
や
し

て
同
年
十
一
月
末
、
三
節
か
ら
成

る
歌
詞
を
作
成
し
ま
し
た
。
本
校

の
校
歌
と
し
て
は
、
新
し
い
教
育

精
神
を
よ
く
表
現
し
た
、
ま
た
、

歌
人
と
し
て
著
名
な
同
氏
の
格
調

高
い
、
極
め
て
好
適
な
優
れ
た
も

の
で
し
た
。

　

作
曲
に
つ
い
て
は
、
地
元
出
身

の
福
岡
合
唱
協
会
指
揮
者
（
後
に

九
州
交
響
樂
団
常
任
指
揮
者
）
荒

谷
俊
治
氏
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
同

氏
は
九
州
大
学
で
音
楽
美
学
を
専

攻
し
た
、
作
曲
界
の
新
人
で
し
た
。

　

同
氏
は
昭
和
三
十
二
年
一
月
作

曲
に
着
手
し
、
一
ヶ
月
有
余
で
立

派
な
歌
曲
を
作
成
し
ま
し
た
。
歌

曲
と
し
て
は
歌
詞
の
内
容
を
忠
実

に
曲
に
の
せ
て
い
て
、
荘
重
の
中

に
も
明
朗
優
美
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
が

盛
ら
れ
て
お
り
、
本
校
の
新
校
歌

は
同
年
二
月
二
十
七
日
に
完
成
し

ま
し
た
。

　

同
年
六
月
六
日
の
創
立
五
十
九

周
年
記
念
日
に
、作
詞
者
、作
曲
者
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
同
窓
会
香
蘭
会
役

員
な
ど
関
係
者
多
数
列
席
の
も
と

盛
大
に
行
わ
れ
、
大
正
七
年
以
来

の
福
岡
高
等
女
学
校
の
校
歌
が
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
イ
ム

♪
タ
ラ
ラ
ン
♪
ラ
ー
ン
ラ
ラ
ラ
ー

ン
…
授
業
の
始
ま
り
と
終
わ
り
に

流
れ
る
ア
ニ
ー
ロ
ー
リ
ー
の
曲
。

い
つ
か
ら
こ
の
チ
ャ
イ
ム
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

チ
ャ
イ
ム
の
歴
史
を
追
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
五
年
新
校
舎
誕
生
と
同
時

に
そ
の
片
隅
に
釣
鐘
が
つ
る
さ
れ

ま
し
た
。
紐
を
引
く
と
、
カ
ラ
ー

ン
コ
ロ
ー
ン
と
何
と
も
言
え
ぬ
良

い
音
が
鳴
り
響
き
、
修
道
院
で
シ

ス
タ
ー
が
鐘
を
鳴
ら
す
よ
う
に
、

用
務
員
さ
ん
が
鳴
ら
し
て
い
た
そ

う
で
す
。
大
変
興
味
深
い
光
景
で

あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

二
十
年
以
降
は
、
ケ
タ
タ
マ
し

い
音
を
出
す
サ
イ
レ
ン
が
お
目
見

え
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
三
十
四
年
か
ら
は
、

中
央
生
に
ぴ
っ
た
り
な
可
愛
ら
し

い
オ
ル
ゴ
ー
ル
が
鳴
り
始
め
た
の

で
す
。
曲
目
は
、『
白
鳥
の
湖
』
の

時
も
あ
り
、
現
在
の
『
ア
ニ
ー
ロ
ー

リ
ー
』
に
な
る
ま
で
に
、
ど
ん
な

曲
が
流
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

※
本
文
は
、
香
蘭
会
誌
（
創
立
六
十
周

年
記
念
号
）
な
ら
び
に
百
周
年
史
・

中
央
高
校
新
聞
よ
り
抜
粋
い
た
し
ま

し
た
。

福
岡
中
央
高
等
学
校

古
き
を
訪
ね
今
を
知
る

芝蘭は人のいない谷間にあっても芳しい香りを放っていることから、君子は逆境に処して
もなお志を曲げることなく、節を高く持するのたとえ。『孔子家語』に収められているこ
の言葉が「香蘭会」の名の由来です。いかなる状況下においても自らの誇りをなくすこと
なく、しかも決して尊大ではなく…。そんな人間づくりを目指して名付けられたのです。

温
故
知
新

昭和五年頃の釣鐘

　

同
窓
会
香
蘭
会
会
長
三
木
和

信
様
（
高
10
）
が
『
交
通
栄
誉

章
緑
十
字
銀
賞
』
な
ら
び
に
、

行
政
相
談
員
二
名
に
贈
ら
れ
る

『
内
閣
総
理
大
臣
感
謝
状
』
を

授
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
理
事
の
藤
井
德
夫
様
（
高

11
）
が
『
紺
綬
褒
章
』
を
授
章

さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
二
年
十
二
月
三
十
日
に
急
逝
さ

れ
た
、
故
田
中
久
也
前
同
窓
会
香
蘭
会

会
長
。
私
た
ち
同
窓
生
に
と
っ
て
田
中

久
也
会
長
は
兄
の
よ
う
な
、
父
の
よ
う

な
そ
し
て
祖
父
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
。

常
に
母
校
な
ら
び
に
同
窓
会
香
蘭
会
の

発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
多
く
の
功

績
を
残
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
全
て

の
人
々
を
魅
了
す
る
温
か
い
お
人
柄
で
、

多
く
の
方
に
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

故
田
中
久
也
前
同
窓
会
香
蘭
会
会
長

を
偲
ん
で
、
令
和
四
年
五
月
二
十
二
日

（
日
）
母
校
和
真
恵
学
堂
に
て
、
本
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
よ
る
『
追
悼
音
楽

会
』
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

故
田
中
久
也	

前
同
窓
会
香
蘭
会

会
長		

追
悼
音
楽
会「自分が亡くなった時は、吹奏楽部の演奏で送って欲しい」

と田中会長の御遺言でした

　

創
立
百
二
十
四
周
年
同
窓
会
香

蘭
会
総
会
・
懇
親
会
を
令
和
四
年

七
月
二
日
（
土
）、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
博
多
に
て
開
催
致
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
に
よ
り
三
年
ぶ
り

に
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
に
な

り
ま
し
た
が
、
当
日
は
三
〇
〇
名

を
超
え
る
参
加
者
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
滞
り
な
く
総
会
・
懇
親
会

を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
「
暢
達
（
ち
ょ
う
た
つ
）」

を
テ
ー
マ
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

総
会
・
懇
親
会
の
再
開
、
社
会
が

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
次
の
ス
テ
ー
ジ
に

移
行
し
て
行
く
に
あ
た
り
、
原
点

回
帰
と
し
て
我
々
が
大
事
に
す
る

こ
と
は
何
か
と
母
校
の
歴
史
、
校

訓
、
校
歌
を
学
び
直
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
校
歌
に
あ
り
ま
す
「
暢

達
：
の
び
の
び
し
て
い
る
こ
と
」は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
不
安
、
陰
鬱
な
気

持
ち
、
悲
観
的
な
物
事
の
捉
え
方

を
変
え
て
い
く
上
で
大
切
な
心
の

在
り
方
だ
と
思
い
テ
ー
マ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
故
田
中
久
也
前

同
窓
会
香
蘭
会
会
長
の
映
像
で
在

り
し
日
を
偲
び
、
追
悼
の
意
を
表

し
て
黙
祷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総

会
は
多
く
の
恩
師
の
方
々
の
ご
出

席
の
も
と
、
三
木
和
信
会
長
の
議

事
進
行
に
従
っ
て
令
和
三
年
度
同

窓
会
香
蘭
会
活
動
の
報
告
や
在
校

生
の
状
況
報
告
が
行
わ
れ
、
新
会

員
代
表
と
し
て
七
十
四
回
生
の
池

谷
桜
さ
ん
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
例
年
と
違
っ
て
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
や
抽
選
会
が
無
い
中
、

“
い
つ
も
の
”「
お
か
は
ち
」
さ
ん

こ
と
岡
部
八
郎
さ
ん
（
高
28
回
生
）

の
司
会
進
行
に
よ
り
、
故
田
中
久

也
前
会
長
追
悼
音
楽
会
で
の
吹
奏

楽
部
演
奏
や
高
校
紹
介
動
画
、

お
か
は
ち
さ
ん
と
福
重
英
一
郎
さ

ん
（
高
38
回
生
）
に
よ
る
ミ
ニ
ラ

イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
料
理
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

お
一
人
様
ず
つ
の
プ
レ
ー
ト
料
理
で

好
評
の
声
を
沢
山
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
後
に
新
旧
校
歌
斉
唱
か
ら
、

来
年
の
実
行
委
員
上
村
信
明
さ
ん

（
高
48
回
生
）
に
よ
る
万
歳
三
唱

に
て
、
正
に
暢
達
の
気
象
を
体
現

し
た
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
中
、
閉
会

致
し
ま
し
た
。

　

四
月
十
六
日
理
事
会
で
の
開
催

決
定
か
ら
三
ヶ
月
弱
、
過
去
に
例

が
無
い
三
年
間
に
渡
っ
て
の
幹
事
と

な
り
ま
し
た
が
、
ご
参
加
い
た
だ

く
皆
様
が
安
心
し
て
再
会
を
楽
し

め
た
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
と

も
に
集
ま
る
こ
と
さ
え
難
し
い
中
で

の
準
備
の
大
変
さ
に
戸
惑
い
ま
し
た

が
、
諸
先
輩
方
や
後
輩
た
ち
、
又

ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
惜
し
み

な
い
ご
協
力
の
も
と
、
総
会
・
懇

親
会
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
母
校
の
今
後

ま
す
ま
す
の
発
展
と
同
窓
会
香
蘭

会
会
員
皆
様
の
ご
健
康
を
祈
念
致

し
ま
し
て
、
御
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

高
47
回 

代
表
幹
事　

若
江　

武

創立百二十四周年　同窓会香蘭会総会
三年ぶりに開催されました！
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後 輩 の 活 躍
　令和４年４月７日（木）、男子１７２名・女子１９０名合わせて３６２名の新入生が入
学してきました。
　なかなか収まらない新型コロナウイルスの感染拡大…様々な教育活動をはじめ学校行
事、部活動などに大きな影響を受けながらも、感染症対策をしながら、日々の活動に取り
組んでいます。

　令和３年６月25日（金）、照葉の福岡市総合体育館にて第71回体育大会が行わ
れました。県内の公立高校で屋内での実施は初の試みです。
　会場の特性を活かした様々な工夫は中央生らしさが十分に表れていたと思いま

す。スクリーンを使ったコロナ対策の自主製作ＣＭや、音響や照明を駆使したオープニングセレモニーなどは、テレ
ビ番組でも取り上げられ、多くの人々の関心を集めました。
　実は、全校生徒が同じ空間で過ごすのは年度で初めてのことでした。前年度もこのような場面は全くありませんで
したし、この体育大会は当時の３年生が１年生のときに先輩方が作り上げたものとも、前年度の中央マッチとも大き
く異なりました。さらに、１・２年生はいわゆる今までの「福岡中央高校の体育大会」というものを経験したことが
ありません。
　このような状況の中で、リーダーをはじめ実行委員、そして生徒たちは文字通り「新しい行事」を作り上げ、本校
の新しい伝統になっていくものを作り上げてくれました。３年生を中心に縦のつながりができる行事ができて生徒も
職員もどこか安心した様子でした。

体育大会

令
和
三
年
度

福
岡
県
立
福
岡
中
央
高
等
学
校

合
格
実
績

東
京
藝
術
大
学
　
　
神
戸
大
学

広
島
大
学
　
　
　
　
山
口
大
学

福
岡
教
育
大
学
　
　
佐
賀
大
学

長
崎
大
学
　
　
　
　
宮
崎
大
学

鹿
児
島
大
学
　
　
　
北
九
州
市
立
大
学

福
岡
県
立
大
学
　
　
福
岡
女
子
大
学�

　
な
ど

福
岡
県
内
私
立
大
学

福
岡
大
学
　
　
　
　
四
二
八
名

西
南
学
院
大
学
　
　
二
二
九
名

中
村
学
園
大
学
　
　
五
二
名�

な
ど

関
東
関
西
私
立
大
学

上
智
大
学
　
　
　
　
青
山
学
院
大
学

明
治
大
学
　
　
　
　
中
央
大
学

法
政
大
学
　
　
　
　
関
西
大
学�

　
　
な
ど

現役での国公立大学合格を
目指します！！

京都大学� １名
九州大学� ８名
九州工業大学� 10 名
熊本大学� 18 名

現役率
93.6％

国公立大学

141名　合格
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　令和３年度の修学旅行は、当初ハワイと関
東、二つの選択肢からコースを選ぶことになっ
ていましたが、新型コロナウイルスの感染状
況が収束せず、変更を余儀なくされました。
感染状況を注視しながら、安全に実施できる
時期と行き先を検討したところ、10月の山陰
山陽を巡るコースとなりました。
　１日目は広島市内研修で、原爆ドームや平
和公園を見て回り、核兵器の恐ろしさ、戦争
の悲惨さ、そして平和の有り難みを実感でき
ました。その後、広島市内の自由研修で広島
城や縮景園、折鶴タワー、お好み焼きと、広島市を満喫
しました。２日目はコース別研修で、出雲大社コース、
鷲羽山コース、呉・岩国コースの３つに分れました。出
雲大社の荘厳さに感動したり、鷲羽山ハイランドで様々
なアトラクションを楽しんだり、岩国城・錦帯橋・大和
ミュージアムで歴史を学んだりとそれぞれ充実した時間
を過ごしました。３日目は宮島研修で、フェリーで宮島
へ渡り、島内を班別に散策しました。厳島神社の境内や
参道を興味深く見学できました。
　黙食等の新型コロナウイルス感染予防の制約の中での
修学旅行でしたが、生
徒たちは最大限楽し
んでおり、中央生の明
るさ・清々しさを改め
て実感する修学旅行
となりました。

修
学
旅
行

　令和２年度から秋開催となった本校の文化
祭ですが、令和３年度は正式名称を全校生徒
による多数決で決定しました。その名は「秋
桜祭」。秋に咲く桜というとても可憐で文化祭
を実施するこの季節にふさわしい名称になり
ました。
　また、今年の秋桜祭のテーマは「煌～きら
めき～」。今まで120年以上にわたって受け継
がれてきた福岡中央高校の伝統を大切にしな
がら、新しい風を吹かせたい。そして、一人
ひとりの笑顔と個性が煌めく秋桜祭にしたい
という二つの思いが込められています。
　前年度から引き続き、準備段階から感染症拡大防止を
いちばんに考慮しなければなりませんでした。生徒たち
は本当に様々な視点から考え、その対策を実行してくれ
ました。クラス企画では、縁日体験や展示だけでなく、
カジノゲームや作成した動画の上映など多種多様な企画
が催されました。また、文化部・有志による企画やステー
ジでは普段なかなか見ることも見せることもできない日
ごろの成果を発表する貴重な機会となりました。 
　年々、全ての
企 画 の 質 が 上
がっており、生
徒たちの努力が
ひしひしと感じ
られる秋桜祭と
なりました。

秋
桜
祭
（文
化
祭
）

ＦＣチャンネル

　『ＦＣチャンネル』は、校内ライブ配信シ
ステムで、和真恵学堂やスタジオ教室から配
信した画像を各教室のプロジェクターで、黒
板の約半分サイズのスクリーンに映して見る
ことが出来ます。画質はハイビジョンクラス
で、各教室間の遅延もほとんどありません。
　コロナ禍で１箇所に大勢で集まることが出
来ない時でも、学校行事や講演会などに視聴
参加出来ます。試行錯誤しながら、今年の１
月より本稼働始めました。

　国際交流

令和３年度、米国ボストンのＡＭＳＡ校と姉妹校提携を結び、
毎月オンラインでの交流を行っています。今後、ホームステ
イなどの直接交流も計画されています。

●令和３年度部活動実績
全国大会出場！！

百人一首部・総合部（少林寺拳法・体操競技・バトントワー
リング）
九州大会出場！！

陸上競技部・水泳部・ダンス部
県大会出場！！

女子バスケットボール部・卓球部・男子ソフトテニス部・
ソフトボール部・書道部・放送部・箏曲部・囲碁将棋部・
軽音楽活動
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四
月
二
十
九
日
（
金
・
祝
）、
筑
紫
ヶ
丘
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
に
て
第
五
十
七
回
同
窓
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

い
つ
も
不
思
議
と
雨
が
降
ら
な
い
同
窓
ゴ
ル
フ
会
で

す
が
、
今
回
は
見
事
に
朝
か
ら
雨
風
の
強
い
悪
天
候
に

当
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

六
十
五
名
も
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

ス
タ
ー
ト
前
に
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
ほ
ど
の
暴
風
雨
で
、
ラ
ウ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
し
た
も

の
の
あ
ま
り
の
寒
さ
に
十
三
組
中
十
組
が
前
半
だ
け
で

ラ
ウ
ン
ド
を
終
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
前
回

は
表
彰
式
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
簡
単
な

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
優
勝
カ
ッ
プ
は
持
ち
回
り
と
し
、
代
わ
り

に
優
勝
記
念
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ー
カ
ー
を
贈
呈
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
優
勝
記
念
マ
ー
カ
ー
を
初
め
て
手
に

さ
れ
た
の
は
、
高
二
十
八
回
卒
の
難
波
信
二
さ
ん
で
す
。

　

次
回
の
秋
の
同
窓
ゴ
ル
フ
会
は
十
一
月
三
日
（
木
・
祝
）

小
郡
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
に
て
開
催
予
定
で
す
。
詳
細

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
奮
っ
て

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
香
蘭
会
役
員

（
令
和
４
年
度
）

会
　
　
長 

三
木　

和
信
（
高
10
）

相
談
役 

佐
伯　

裕
子
（
校
長
・
高
33
）

副
会
長 

川
口　

敬
介
（
高
24
）

 

金
井　

昌
平
（
高
26
）

 

安
部　

德
親
（
高
27
）

 

讃
井　

研
二
（
高
27
）

事
務
局
長 

梁
井　
　

浩
（
高
35
）

監
　
　
事 

占
部　

清
美
（
高
30
）

 

池
見　
　

繁
（
高
33
）

理
　
　
事 

髙
橋　

英
人
（
高
８
）

 

柴
田　

宏
昭
（
高
15
）

 

伴
野　
　

実
（
高
19
）

 

寶
満
千
佳
子
（
高
21
）

 

村
岡　

辰
一
（
高
23
）

 

山
本　

圭
介
（
高
25
）

 

藤
崎　

剛
一
（
高
28
）

 

古
藤　

和
久
（
高
29
）

 

金
子　

欣
嗣
（
高
34
）

 

楫　
　

真
弓
（
高
35
）

 

中
村　

典
子
（
高
37
）

 

山
崎　

武
志
（
高
40
）

 

鬼
木　

悦
子
（
高
40
）

 

行
徳　

忠
宏
（
高
43
）

参
　
　
与 

秋
山　
　

譲
（
副
校
長
・
高
37
）

 

石
田　

節
子
（
教
頭
）

 

日
髙　

妙
子
（
参
事
兼
事
務
長
）

 

西
田　

圭
助
（
総
務
企
画
部
長
）

事
務
局
員 

中
江　

智
子
（
高
40
）

同
窓
会
香
蘭
会
支
部

関
東
支
部

　
支
部
長 

山
下　

義
尚
（
高
29
）

 

☎
〇
三

−

三
八
五
七

−

二
五
七
四

近
畿
支
部

　
支
部
長 

清
水　

和
夫
（
高
18
）

 

☎
〇
七
八

−

五
八
一

−

六
〇
五
二

筑
後
支
部

　
支
部
長 
本
間　

正
子
（
高
6
）

 
☎
〇
九
四
二

−

三
三

−

四
八
六
五

佐
賀
支
部

　
支
部
長 

鬼
丸
美
代
子
（
高
7
）

 

☎
〇
九
五
二

−

三
〇

−

八
三
〇
四

鬼木　悦子氏（高40）が新理事にご就任されました。
前参与��栁　久美子参事兼事務長がご退職され、新参与�日髙　妙子参事兼事務長がご就任されました。
現参与��秋山　譲教頭（高37）が本校副校長にご昇任され、新参与��石田　節子教頭がご就任されました。

令和３年度　福岡県立福岡中央高等学校同窓会香蘭会　会務報告
令和４年４月１日作成

令
和
４
年
　
春
の
同
窓
ゴ
ル
フ
会

年　　月　　日 会　　　議 議　　事　　内　　容

令和３年４月７日（水） 第76回入学式 三木和信同窓会香蘭会会長のみご出席
会計監査 令和２年度経常費会計、特別会計監査他

　　　　４月17日（土） 第１回理事会 会務・決算報告、予算案審議、総会について、その他
　　　　６月26日（土） 第２回理事会 総会、理事の担当割、会報、歴史資料室のリニューアルについて、その他
　　　　９月18日（土） 第３回理事会（常任理事会） 歴史資料室のリニューアル、総会について、その他

　　　　12月４日（土） 第４回理事会 総会、故田中久也前同窓会香蘭会会長を偲ぶ会、理事の担当割、会員名簿、母校
教育支援金について、その他

令和４年２月28日（月） 同窓会入会式 校内理事（ＯＢ職員）により実施
　　　　３月１日（火） 第74回卒業証書授与式 三木和信同窓会香蘭会会長のみご出席

　　　　４月５日（火） 第５回理事会（常任理事会） 総会、決算・予算、会報、会員名簿、故田中久也前同窓会香蘭会会長を偲ぶ会に
ついて、その他

学校長

佐伯　裕子（高33）

副校長

秋山　譲（高37）

教諭／社会（地歴）
吹奏楽部

梁井　浩（高35）

教諭／社会（地歴）
パソコン・水泳部

石井真幸子（高37）

教諭／国語
美術・野球部

西内　久嗣（高39）

教諭／数学
演劇・柔道部

山﨑　武志（高40）

同窓会事務局員

中江　智子（高40）

教諭／理科
写真・陸上競技部

尼崎　真貴（高52）

養護教諭

飯干　麻子（高40）

教諭／英語
ダンス部

林　花菜恵（高67）

教諭／社会（世界史）
生徒会

北里　光（高63）

教諭／社会（地歴）
野球部

野田　貴志（高55）

本
校
に
勤
務
す
る

本
校
に
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務
す
る
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B
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員
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員
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和

（
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度
）
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度
）
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令和３年度　同窓会香蘭会経常費会計　決算報告書
収入の部 （単位： 円）
収入科目 本年度予算額（Ａ） 本年度決算額（Ｂ） 比較増減額�（B-A） 説　　　　　明

前年度繰越額 5,634,129 5,634,129 0
会 費 6,402,000 6,356,300 △45,700  @500円×8,527名＋＠600×3,488名（延人数）
入 会 金 1,755,000 1,755,000 0
終 身 会 費 1,755,000 1,755,000 
雑 収 入 871 83 △788 預金利息
合 計 15,547,000 15,500,512 △46,488

支出の部 （単位：円）
支出科目 本年度予算額（Ａ） 本年度決算額（Ｂ） 比較増減額�（A-B） 説　　　　　明

会 議 費 300,000 92,950 207,050 理事会経費等
総 会 費 100,000 37,761 62,239 総会中止案内はがき代・幹事通信費等
慶 弔 費 200,000 86,563 113,437 弔電・香典・生花代・転出者記念品料
渉 外 費 200,000 5,292 194,708
旅 費 500,000 0 500,000
事 務 局 費 1,600,000 1,511,590 88,410 事務手当、消耗品費等
情 報 通 信 費 600,000 437,219 162,781 電話代、ＨＰ運営費、切手代等
振 興 費 1,200,000 577,782 622,218 関東・近畿・佐賀支部総会補助金
母 校 後 援 費 1,500,000 1,227,569 272,431 生徒会部活動補助、卒業記念品代等
維 持 管 理 費 300,000 367,480 △67,480 歴史資料室リニューアル等
繰 出 金 600,000 600,000 0 教育振興会補助金
周年行事積立金 1,000,000 1,000,000 0 周年行事積立金
名簿・会報管理積立金 500,000 500,000 0 名簿・会報管理積立金
予 備 費 6,947,000 0 6,947,000
合 計 15,547,000 6,444,206 9,102,794

（収入額）15,500,512円　−　（支出額）6,444,206円　＝　（差引残額）9,056,306円
残額の　9,056,306 円　は翌年度へ繰り越します。

令和３年度　同窓会香蘭会周年行事積立金会計　決算報告書
周年行事積立金 （単位：円）
積立項目 令和２年度 令和３年度 説　　　　明

前年度繰越額 2,000,085 3,000,255 
積 立 金 1,000,000 1,000,000 経常費会計より
定期預金利息 170 17 
合 計 3,000,255 4,000,272 

残高の　4,000,272 円　は次年度へ繰り越します。

令和３年度　同窓会香蘭会名簿・会報管理会計　決算報告書
収入の部 （単位：円）
収入科目 本年度予算額（Ａ） 本年度決算額（Ｂ） 比較増減額（B-A） 説　　　　明

前年度繰越額 1,959,889 1,959,889 0 
名簿売り上げ金 0 0 0 
積 立 金 500,000 500,000 0 経常費会計より
雑 収 入 111 17 △94 預金利息
合 計 2,460,000 2,459,906 △94

支出の部 （単位：円）
支出科目 本年度予算額（Ａ） 本年度決算額（Ｂ） 比較増減額�(A-B) 説　　　　明

会員情報管理費 0 0 0 
香 蘭 会 報 費 0 0 0 
通 信 費 4,000 0 4,000 郵送代・切手代
予 備 費 2,456,000 0 2,456,000 
合 計 2,460,000 0 2,460,000 

（収入額）2,459,906円　−　 （支出額）0円　＝　（差引残額）2,459,906円
残額の　2,459,906 円　は次年度へ繰り越します。

令和３年度　同窓会香蘭会賛助金会計　決算報告書
収入の部 （単位：円）
収入科目 本年度予算額（Ａ） 本年度決算額（Ｂ） 比較増減額（B-A） 説　　　　明

前年度繰越額 12,465,176 12,465,176 0 
寄 付 金 3,600,000 20,000 △3,580,000
雑 収 入 824 105 △719 預金利息
合 計 16,066,000 12,485,281 △3,580,719

支出の部 （単位：円）
支出科目 本年度予算額（Ａ） 本年度決算額（Ｂ） 比較増減額（A-B） 説　　　　明

母校教育環境支援費 0 0 0 
母校部活動支援費 100,000 40,000 60,000 全国大会出場部活動激励費
同窓会支援費 3,100,000 0 3,100,000 
予 備 費 12,866,000 0 12,866,000 
合 計 16,066,000 40,000 16,026,000 

（収入額）12,485,281円　−　（支出額）40,000円　＝　（差引残額）12,445,281円
残額の　12,445,281円　は次年度へ繰り越します。

上記のとおり報告します。
令和４年４月７日　　令和３年度　福岡県立福岡中央高等学校同窓会香蘭会会長 三木　和信
監査の結果、適正に処理されており、上記のとおり相違ないことを認めます。

監事　　占部　清美
監事　　池見　　繁

令和４年度　同窓会香蘭会経常費会計　予算書（案）
収入の部 （単位：円）
収入科目 本年度予算額（Ａ） 昨年度予算額（Ｂ） 比較増減額（A-B） 説　　　　明

前年度繰越額 9,056,306 5,634,129 3,422,177 
会 費 6,330,000 6,402,000 △72,000 ＠500円×1,055人×12月
入 会 金 1,735,000 1,755,000 △20,000 ＠5,000円×347人＝1,735,000円
終 身 会 費 1,735,000 1,755,000 △20,000 ＠5,000円×347人＝1,735,000円
雑 収 入 694 871 △177 預金利息
合 計 18,857,000 15,547,000 3,310,000 

支出の部 （単位：円）
支出科目 本年度予算額（Ａ） 昨年度予算額（Ｂ） 比較増減額（A-B） 説　　　　明

会 議 費 300,000 300,000 0 理事会経費等
総 会 費 2,000,000 100,000 1,900,000 幹事会経費、総会補助、新聞広告料等
慶 弔 費 200,000 200,000 0 香典・弔電、転出者記念品料
渉 外 費 200,000 200,000 0 支部総会祝儀、卒業祝賀会費
旅 費 500,000 500,000 0 支部総会出席旅費、幹事補佐旅費補助等
事 務 局 費 1,600,000 1,600,000 0 消耗品費、事務局員手当等
情 報 通 信 費 600,000 600,000 0 電話代、ＨＰ運営費
振 興 費 1,200,000 1,200,000 0 各支部総会・ゴルフ会補助
母 校 後 援 費 1,500,000 1,500,000 0 生徒会部活動補助、卒業記念品代等
維 持 管 理 費 300,000 300,000 0 歴史資料室他母校施設設備修繕費等
繰 出 金 600,000 600,000 0 教育振興会補助金
周年行事積立金 1,000,000 1,000,000 0 周年行事積立金
名簿・会報管理積立金 500,000 500,000 0 
予 備 費 8,357,000 6,947,000 1,410,000 
合 計 18,857,000 15,547,000 3,310,000 

令和４年度　同窓会香蘭会名簿・香蘭会報会計　予算書（案）
収入の部 （単位：円）
収入科目 本年度予算額（A） 昨年度予算額（B） 比較増減額（A-B） 説　　　　明

前 年 度 繰 越 額 2,459,906 1,959,889 500,017 
名簿売り上げ金 0 0 0 
積 立 金 500,000 500,000 0 経常費会計より
雑 収 入 94 111 △17 預金利息
合 計 2,960,000 2,460,000 500,000 

支出の部 （単位：円）
支出科目 本年度予算額（A） 昨年度予算額（B） 比較増減額（A-B） 説　　　　明

会員情報管理費 0 0 0 
香 蘭 会 報 費 0 0 0 
通 信 費 4,000 4,000 0 郵送代・切手代
予 備 費 2,956,000 2,456,000 500,000 
合 計 2,960,000 2,460,000 500,000 

令和４年度　同窓会香蘭会賛助金会計　予算書（案）
収入の部 （単位：円）
収入科目 本年度予算額（Ａ） 昨年度予算額（Ｂ） 比較増減額（A-B） 説　　　　明

前年度繰越額 12,445,281 12,465,176 △19,895
寄 付 金 4,200,000 3,600,000 600,000 
雑 収 入 719 824 △105 預金利息
合 計 16,646,000 16,066,000 580,000 

支出の部 （単位：円）
支出科目 本年度予算額（Ａ） 昨年度予算額（Ｂ） 比較増減額（A-B） 説　　　　明

母校教育環境支援費 1,000,000 0 1,000,000 進路支援金・姉妹校間の交流活動等の調整費等
母校部活動支援費 100,000 100,000 0 全国大会出場部活動激励費等
同窓会支援費 2,800,000 3,100,000 △300,000 会報制作費用（寄付金による独立採算制）含む
予 備 費 12,746,000 12,866,000 △120,000
合 計 16,646,000 16,066,000 580,000 

　　上記のとおり提案します。
　　令和４年４月16日　　福岡県立福岡中央高等学校同窓会香蘭会会長　三木　和信
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　創立１２４周年を迎えた本校では、これまでに
約３万７千人の卒業生を輩出しています。
　現在も、たくさんの同窓生が、いろいろな地域
でご活躍されています。
　同窓会香蘭会には本部・関東支部・近畿支部・
筑後支部・佐賀支部があり、それ
ぞれ年に一度の同窓会総会を開催
しています。
　ぜひ、皆さんも積極的に参加し
て、たくさんの同窓生と出会い、
豊かな人生を送ってください！

同窓会香蘭会
ホームページ

http://www.kourankai.jp/
Yahoo、Googleからは「香蘭会」で検索できます

kourankai_info@yahoo.co.jp
担当理事　中村典子　事務局員　中江智子

携帯電話は
　こちらから！！
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催
と
な
り
ま
し
た
。
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催
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縮
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。

　

ご
意
見
・
ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、同
窓
会
香
蘭
会
事
務
局
ま
で
メ
ー

ル
ま
た
は
書
面
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
よ
り

令
和
五
年
版�

同
窓
会
香
蘭
会

会
員
名
簿
の
発
行
の
お
知
ら
せ

母
校
へ
寄
贈
（
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）

福岡県立福岡中央高等学校
同窓会香蘭会事務局

〒810−0014
福岡市中央区平尾3−20−57
TEL 092−521−7870
FAX 092−791−2811
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取
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＊＊＊＊＊令和４年度の本部・各支部総会の予定＊＊＊＊＊
●本部総会
　日　時　令和４年７月２日（土）　受付17時　開会18時
　場　所　ホテルニューオータニ博多「芙蓉の間」にて開催され
　　　　　ました
●関東支部総会
　日　時　令和４年11月12日（土）　ＳＮＳにて開催予定
●近畿支部総会
　日　時　令和４年10月29日（土）
　場　所　ホテルグランヴィア大阪「名庭」
●筑後支部総会
　中止いたします
●佐賀支部総会
　決定次第、掲載いたします
●春の同窓ゴルフ会　令和４年４月29日（祝）開催されました
●秋の同窓ゴルフ会　令和４年11月３日（祝）開催予定

同窓会香蘭会総会のご案内

北海道地方
18名

東北地方
20名

関東地方
1,866 名

中部地方
187名

近畿地方
636名

中国地方
185名

四国地方
28名

九州地方
14,794 名

●海外　196名
令和３年３月現在≲卒業生地方別分布数≫

ご連絡先


